
埼玉県における
中山間地域ふるさと支援事業

農地活用推進課
皆野町立沢から武甲山を望む



中山間地域ふるさと支援事業とは

• 中山間ふるさと・水と土保全対策事業実施要
綱（農林水産省）に基づき、都道府県に基金
を設置。（埼玉県は６億９千万円）

• 中山間地域が有する多面的機能の発揮と、
地域住民活動の活性化を目的とする。

• 事業主体は都道府県。

• 事業費は約１２，０００千円／年。



埼玉県における実施内容
（H17～H21）

• 地域住民活動活性化のため地域資源調査やワークショップ
等の実施

• 中山間地域に適した作物の導入や鳥獣害対策の調査研究

• 中山間地域の魅力を広く伝えるため地域資源を調査

調査研
究事業

• 地域活性化に必要な人材を育成するための研修の実施

• 研修受講者をふるさと指導員として位置付け

研修

事業

• 都市住民の中山間地域への理解を促進するため「地域環境
学習会」の実施

• 地域活性化のイベント等と協調して、中山間地域の有する多
面的機能の啓発、普及活動を実施

推進

事業



調査研究事業のうち

地域住民活動支援
東秩父村上ノ貝戸（H17～18）

•遊休農地に花桃を植栽し、農業所得の向上と地域の景観向上を図り、イベント「花
桃まつり」開催につなげた。 （委託先：㈱ポリテックADD）

秩父市吉田石間（H18～19）

•廃校となった石間小学校を利用した「石間交流学習館」を核として、うどん打ち体験
やイベント「天空だんべえ石間」の開催に至った。 （委託先：㈱インテージ）

ときがわ町大椚地区（H19～20）

•廃校を活用した交流施設「くぬぎむら体験交流館」のオープンに先立ち、山村体験メ
ニューやレストラン運営などについてワークショップを実施した。（委託先：㈱農協観
光）

秩父市大滝中津川（H20～21）

•地域住民による地域資源の洗い出しとワークショップを重ね、イベント「中津に来い
な～展」を立ち上げた。（委託先：㈱ポリテックADD)



調査研究事業のうち

集落営農体制確立
野生動物被害の総合的な防除技術の開発

•ニホンザルの被害防止技術の開発

•新たな被害防止柵の開発

•イノシシの捕獲技術の開発

色付きジャガイモ（ﾉｰｻﾞﾝﾙﾋﾞｰ、ｼｬﾄﾞｰｸｲｰﾝ）生産と加工品開発

•栽培技術体系の確立

•ジャガイモ中のアントシアニン分析

•加工適性試験

秩父特産物であるカエデの葉を利用した飲料（ラムネ）の開発

•葉の成分分析（ポリフェノール）

•飲料製品の開発

•アンケート調査

企画・実施 農林総合研究センター



調査研究事業のうち

地域資源調査

広域農業マップ

• 複数の市町村を広域に網羅したマップとして利用者の利便性に配慮

• 観光農業の案内に加え、様々な地域資源を掲載

土地改良施設等の調査

• 地域に存在するため池や用水路などを調査し、その役割を広く紹介

学校での利用を考慮

• 小中学校の教材として活用できる地域資源マップの作成



研修事業

山形県アンテナショップ視察研修

• 山形県のアンテナショップ、銀座「おいしい山形プラザ」において、山
形の食材を活用したレストラン「ヤマガタサンダンデロ」や特産物の
販売について視察し、地域ブランドの創出について研修した。

鴨川市交流施設視察研修

• 鴨川市の「みんなみの里」において、直売事業、体験事業、加工事
業、レストラン事業について研修した。地の物をふんだんに取り入れ
た郷土料理「里山セット」は農林水産大臣賞を受賞。

旅行会社による講演会

• ㈱ＪＴＢから講師を招へいし、地域の宝を活かした観光の在り方につ
いて、全国の優良事例、失敗事例を交えて紹介してもらった。

企画・実施 秩父農林振興センター



推進事業

都市住民を対象とした地域環境学習会

• 毎年約１００名を対象に農山村への理解促進を図る
バスツアー

• 内容はこんにゃくづくり体験やみかん狩り体験、文化
遺産見学など

住民活動支援を補完するための消耗品等

• 地域イベントののぼり旗、ハッピ等

• 観光パンフレットの印刷等、雑誌「新・田舎人」の購入
配布

企画・実施 秩父農林振興センター



事業実績

事業区分 主な成果指標 数値目標 成果 備考

調査研究
事業

地域住民活動の
活性化による地
域の振興

住民活動支援
10地区

6地区 ・東秩父村上ノ貝戸
・秩父市吉田石間
・ときがわ町大椚
・秩父市中津川
・皆野町立沢
・横瀬町芦ヶ久保

調査研究20課題 20課題 4課題/年×5カ年

※農林総合研究センター
において実施

地域資源等調査
14地区

9地区 ・秩父市・皆野町
・神川町・本庄市
・寄居町・小川町
・東秩父村・ときがわ町
・越生町

研修事業
地域リーダーの
育成

ふるさと指導員14人 14人

推進事業
中山間地域の多
面的機能の周知

中山間地域の多面
的機能を理解してい
る県民の割合70％以
上

50％ ※食と農林業ハーモニー
フェスタ（川越市）の来場
者にアンケート調査を実
施



中山間地域ふるさと事業実施計画（H22～H26）

１．事業実施の基本方針
現状と課題 本県の中山間地域は県土面積の約１／３、林野面積の８５％を占めて

おり、水源のかん養や大気の浄化、自然環境の保全など県民生活に
とって欠くことのできない多面的機能を有している。これら多面的機能は、
中山間地域に暮らす人々のたゆまない努力によって維持されている。し
かし、中山間地域の多くは生活環境や産業基盤が平野部と比べて極め
て不利な状況にあるため、人口の減少や高齢化が進行しており、農林
業をはじめ集落機能の維持に支障を来している。

事業実施の基本方針 中山間地域の有する多面的機能の恩恵は県民が広く享受するもので
あることから、県の５カ年計画である「ゆとりとチャンスの埼玉プラン」や
農林部が策定する「埼玉県民の健康とくらしを支える食料・農業・農山
村ビジョン」との整合性を図りながら、多面的機能の保全に資する地域
活動の支援、人材の育成、都市･農村の交流などの取組を行うこととす
る。

計画後の目指す姿 ・中山間地域のコミュニティーが機能し人々が明るく元気にいきいきと暮
らしている

・地域に適応した農林業を導入することにより農地や山林が適正に保
全されている

・集落機能を維持・活性化するための知識や経験を有するリーダーが
育っている

・都市・農村交流を通じて県民が中山間地域の有する多面的機能を理
解している



中山間地域ふるさと事業実施計画（H22～H26）

２．事業実施の成果目標

事業区分 主な成果目標 数値目標 内容

調査研究事
業

住民活動による地
域の活性化

・住民活動支援18地区
・調査実証10課題

地域の抱える諸問題を解決す
るため大学生等若者の力を借り
るなどし、農林業や集落機能を
維持・活性化するための取組を
行う。
特産品開発や鳥獣害対策等、

中山間地域の特性に応じた農林
業を確立するための調査、実証
を実施する。

研修事業 集落の活性化に資
するリーダーの育成

・集落リーダー10人 住民活動支援地区等における

リーダーを育成するための研修
を実施する。

推進事業 中山間地域の多面
的機能の啓発・普及

・地域環境学習会等に
参加する都市住民500

人

都市住民の中山間地域への理

解促進を図るため環境学習会を
実施するともに、中山間地域の
多面的機能を広く県民に紹介す
るための啓発・普及活動を行う。



中山間地域ふるさと事業実施計画（H22～H26）

３．事業計画
事業区分 事業名 事業内容

過年度 計 画 期
間 に お
け る 事
業量

年度別事業量

～H16 H17～21 H22 H23 H24 H25 H26

調査研究事業

住民活動支援・ふるさと支
援隊

住民活動を活性化するための
ワークショップを実施する。大学
生等若者の力を活用して集落活
性化の方策を調査する。

4 6
新規

18地区
10地区 2地区 2地区 2地区 2地区

集落営農体制確立
地域の特性を活かした農林業の
確立について調査・実証を行う。

10 20 10課題 2課題 2課題 2課題 2課題 2課題

研修事業 集落リーダー育成研修
地域活性化に必要なリーダーを
育成するための研修を行う。

0 14
新規10

人
2人 2人 2人 2人 2人

推進事業

地域環境学習会
都市住民の中山間地域への理解
を促進するための取組を行う。

0 10 10回 2回 2回 2回 2回 2回

啓発・普及活動

中山間地域の多面的機能を紹介
するため情報誌を購入配布する。

40 20 20回 4回 4回 4回 4回 4回

地域活性化のためのイベントと協
調し啓発・普及活動を行う。

－ 1 5地区 1地区 1地区 1地区 1地区 1地区

参考事業費
(単位：千円)

32,595 43,489 60,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000



調査研究事業のうち

ふるさと支援隊（新規）

現状

• 高齢化する中山間集落（高齢化率23.1％・全県18.8％）

• 人口減少の進行（H11→21で95％・全県104％）

問題

• 過疎化、高齢化により地域コミュニティの維持が困難

• 伝統文化の継承、耕作放棄地・放置林の増加等が懸念

ニーズ

• 若者と話をするだけで元気が出る（高齢者の声）

• 学習の場として中山間地域を利用したい（大学の声）

大学生の持つ新しい視点や行動力、専門技術・知識など「外か
らの力」を活用することによって集落の活性化を図ることを目的
とした「ふるさと支援隊」を募集
→８大学１０チームから応募（すべて採択）

集落の活性化を目的としていることから、活動分野は農林業に
限定せず、環境、観光、福祉、伝統文化など幅広く設定

マッチング





（事例１）十文字学園女子大学

埼玉新聞(H22.10.3) 読売新聞(H22.10.6)





50年ぶりの花輪おどり



（事例２）大東文化大学

東京新聞(H22.9.24)埼玉新聞(H22.9.17)



H22.7.12 ＦＭＮＡＣＫ５



H22.9.4 NHK



H22.9.4 源流の森づくり



H22.12.4 源流の森づくり


